
令和７年６月
宮代町環境資源課

宮代町ゼロカーボン推進協議会
令和７年度第１回 全体会議



１ 区域施策編の進捗管理について

２ 部会（分科会）の実施方法について

３ 脱炭素にかかる町の取組について

４ 今後のスケジュールについて

議題



１－１ 地球温暖化対策実行計画の概要について

■ 宮代町地球温暖化対策実行計画（区域施策編）

地方公共団体の区域全体の温室効果ガス排出量の削減に関する計画

⇒ 役場だけでなく、オール宮代で取り組みを進めていく必要がある！

■ 宮代町地球温暖化対策実行計画（事務事業編）

地方公共団体の公共施設の温室効果ガス排出量の削減に関する計画

⇒ 役場が事業者として脱炭素に取り組んでいく必要がある！



１－２ 区域施策編の概要について

■ 宮代町の区域内で温室効果ガス（二酸化炭素）排出量を
2030年（令和12年）までに2013年度比で50％以下に削減

■ ３つの基本方針、２１の個別施策を実行していくことで達成を目指す

① 省エネルギー対策の推進
② 再生可能エネルギーの普及拡大
③ 総合的な地球温暖化対策

個別施策を実行していくために計画の進捗管理が必要！！



１－３ 計画の進捗管理について

■ 「施策進捗確認シート」で個別施策の進捗管理を実施

環境分野の技術は日々進化しているため、施策の推進方法を限定させず、
効率の良い手法を選択する必要があるため、個別の指標は設定していない

ゼロカーボン推進協議会にて、各施策の実行内容を検討していく

令和７年度から令和１２年度までの間の事業を記載していく

「施策進捗確認シート」では町が主体的に実施する事業のほか、
事業者のみなさんと協力して実施していく事業を記載していきます

事業内容が更新された場合は、その都度「施策進捗確認シート」を
更新して委員メンバー内で共有をさせていただく



２－１ 部会の概要について

全体会議：町全体の方針決定や計画の進捗等の確認

部会（分科会）：個別具体的な事項を企画運営

■ 部会でどんなことをするの

〇 脱炭素を理由に実施してみたい事業を、部会を通じて産学官が協力し実践
することで、スケールメリットや相乗効果が発揮できる場としていきたい。

〇 細かなことは設定せずに、トライ＆エラーを繰り返し実施できるような
実践的かつ活動的な部会としていきたい。



２－２ 部会のテーマ決めについて

■ 部会のテーマは「事業所としての脱炭素」「住民に対する脱炭素の周知」
を各事業所と連携して実施すること

最終的には住民の行動変容を後押しすることが重要
そのため、各事業者が取り組んだ脱炭素策を住民へPRすることも重要

【立案方法】

① 「部会提案シート」に記載していただき、事務局へ提出

② シートをもとに事務局と相談をし、部会テーマとして挙げるかを判断する。

③ 部会テーマとして決定したら、各委員に周知。疑問点があれば事務局が対応。

例えば・・・廃棄物の資源化について相談したい 省エネに関する商材を住民に普及させたい
太陽光を導入したいが設置費用が高い など



２－３ 部会の進め方について

■ 部会の進め方についての注意点

基本的に事務局がすべての部会に出席するので、立案者と相談し運営

実働部隊を想定しているため、担当職員などが望ましい
（細かい調整等を行うため、実務を行うかたの参加をお願いします。）

期間に制限はありません
（長期であれば、必要に応じて全体会議での中間報告もいたします。）

必要に応じて、対面・オンライン・メールによる打合せを実施

ゴールを設定しましょう



■ 公共施設へのＥＶ充電器の設置申請

３ 脱炭素にかかる町の取組について①

■ ㈱エスプールとの協定締結

■ 役場の太陽光発電設備、Ｖ２Ｈ、ＥＶ（電気自動車）の導入
※広報５月号抜粋



■ 公共施設への再エネ導入

３ 脱炭素にかかる町の取組について②

■ リサイクル回収ボックスの設置（セキ薬品・ユニリーバ）

■ 省エネ家電買換促進補助金・生ごみ処理機



■ リユース促進に向けた㈱マーケットエンタープライズとの協定

３ 脱炭素にかかる町の取組について③

■ マイボトル持参の推奨■ 庁舎内におけるペーパーレス化の推進



４ 今後のスケジュールについて
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